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回次
第６期

第１四半期
連結累計期間

第５期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （百万円） 9,511 29,556

経常利益 （百万円） 1,224 2,813

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 728 10,363

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,020 10,757

純資産額 （百万円） 14,180 13,158

総資産額 （百万円） 16,729 29,795

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 102.59 1,460.28

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 84.66 44.10

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．当社は2022年６月27日開催の取締役会決議により、2022年７月22日付で普通株式１株につき200株の割合で株

式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当

期）純利益を算定しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．当社は、第５期第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第５期第１四

半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

５．第６期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表並びに第５期連結会計年度

の連結財務諸表については、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づ

き、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に準じて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビュー及

び監査を受けております。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　前連結会計年度において連結子会社でありましたLS-Aviation第17号株式会社、LS-Aviation第18号株式会社、LS-

Aviation第19号株式会社、LS-Aviation第20号株式会社、LS-Aviation第21号株式会社、LS-Aviation第22号株式会

社、LS-Aviation第23号株式会社及びLS-Aviation第24号株式会社は、匿名組合を清算し、重要性が低下したため、当

第１四半期連結会計期間において連結の範囲から除いております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告

書（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

(1）財政状態の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は14,785百万円となり、前連結会計年度末に比べ13,250百万円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が5,195百万円増加しましたが、商品出資金が11,526百万円、販売用航

空機等が6,674百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　固定資産は1,944百万円となり、前連結会計年度末に比べ185百万円増加いたしました。これは主に繰延税金資産

が207百万円増加したことによるものであります。

　この結果、総資産は16,729百万円となり、前連結会計年度末に比べ13,065百万円減少いたしました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は2,521百万円となり、前連結会計年度末に比べ13,957百万円減

少いたしました。これは主に短期借入金が14,119百万円減少したことによるものであります。

　固定負債は27百万円となり、前連結会計年度末に比べ130百万円減少しました。これは主に繰延税金負債が130百

万円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は2,548百万円となり、前連結会計年度末に比べ14,087百万円減少いたしました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は14,180百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,022百万円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益728百万円によるものであります。

(2）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限の緩和により経済

活動や消費活動に回復の兆しがみられましたが、ウクライナ情勢の長期化等を起因とする原油価格や資源価格の上

昇、急速な円安の進行などにより依然として先行き不透明な状況が続いております。

　このような環境の中、当社グループにおきましては、「100年企業への挑戦」を経営理念とし、投資家、パート

ナー、賃借人（レッシー）とともに100年企業を目指すべく航空機、船舶等の価値ある資産を対象に、魅力あるリ

ース事業への投資機会を提供してまいりました。当第１四半期連結累計期間においても、引き続き新型コロナウイ

ルス感染症やウクライナ情勢等の当社グループの事業への影響を注視しながら、政府の支援姿勢が明確な欧米主要

先進国の大手航空会社や、財務基盤が安定している航空会社、海運会社等を選定し商品の組成・販売を行いまし

た。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高9,511百万円、営業利益1,239百万円、経常利益

1,224百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益728百万円となりました。

　なお、当社グループはオペレーティング・リース事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略

しております。

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(4）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。
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(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000

計 140,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

（注）2022年６月27日開催の取締役会決議により、2022年７月22日付で株式分割に伴う定款の変更を行い、発行可能株式

総数は27,860,000株増加し、28,000,000株となっております。

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年９月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 35,484 7,096,800 非上場
単元株式数

100株

計 35,484 7,096,800 － －

②【発行済株式】

（注）１．2022年６月27日開催の取締役会決議により、2022年７月22日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割

を行っております。これにより発行済株式総数は7,061,316株増加し、7,096,800株となっております。

２．2022年６月27日の定時株主総会決議により、2022年７月22日付で１単元を100株とする単元株制度を採用して

おります。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2022年４月１日～

2022年６月30日
－ 35,484 － 100 － 100

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（注）2022年６月27日開催の取締役会決議により、2022年７月22日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行

っております。これにより発行済株式総数は7,061,316株増加し、7,096,800株となっております。

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　35,484 35,484

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 35,484 － －

総株主の議決権 － 35,484 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）2022年６月27日開催の取締役会決議により、2022年７月22日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行

うとともに、１単元を100株とする単元株制度を採用しております。これに伴い、提出日現在において、完全議決

権株式（その他）の株式数は普通株式7,096,800株、議決権の数は70,968個、発行済株式総数の株式数は7,096,800

株、総株主の議決権の議決権の数は70,968個となっております。

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、第１四半期連結会計期

間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,614 13,809

割賦売掛金 92 89

営業未収入金 607 346

賃貸料等未収入金 15 －

リース投資資産 59 －

商品出資金 11,626 100

販売用航空機等 6,674 －

前払費用 228 158

その他 118 281

流動資産合計 28,036 14,785

固定資産

有形固定資産

賃貸資産

賃貸資産 1,117 1,094

賃貸資産合計 1,117 1,094

社用資産

建物附属設備 65 64

工具、器具及び備品 5 5

社用資産合計 71 69

有形固定資産合計 1,189 1,163

無形固定資産

のれん 361 348

ソフトウエア 2 15

無形固定資産合計 364 364

投資その他の資産

関係会社株式 111 112

関係会社出資金 15 17

繰延税金資産 － 207

その他 79 79

投資その他の資産合計 206 416

固定資産合計 1,759 1,944

資産合計 29,795 16,729

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年６月30日）

負債の部

流動負債

短期借入金 ※1　15,119 ※1　1,000

未払金 149 169

未払費用 37 61

未払法人税等 5 988

契約負債 759 －

前受金 2 2

賞与引当金 － 93

その他 404 206

流動負債合計 16,478 2,521

固定負債

資産除去債務 27 27

繰延税金負債 130 －

固定負債合計 157 27

負債合計 16,636 2,548

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 2,980 2,980

利益剰余金 10,363 11,092

株主資本合計 13,444 14,173

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △302 △10

為替換算調整勘定 △0 0

その他の包括利益累計額合計 △302 △10

新株予約権 17 17

純資産合計 13,158 14,180

負債純資産合計 29,795 16,729
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（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年６月30日）

売上高 9,511

売上原価 7,562

売上総利益 1,948

販売費及び一般管理費 708

営業利益 1,239

営業外収益

受取利息 0

商品出資金売却益 50

為替差益 27

営業外収益合計 78

営業外費用

支払利息 81

支払手数料 12

その他 0

営業外費用合計 93

経常利益 1,224

税金等調整前四半期純利益 1,224

法人税、住民税及び事業税 988

法人税等調整額 △491

法人税等合計 496

四半期純利益 728

親会社株主に帰属する四半期純利益 728

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年６月30日）

四半期純利益 728

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 291

為替換算調整勘定 0

その他の包括利益合計 292

四半期包括利益 1,020

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,020

【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1）連結の範囲の重要な変更

　前連結会計年度において連結子会社でありました下記８社は、匿名組合を清算し、重要性が低下したため、

当第１四半期連結会計期間において連結の範囲から除いております。

LS-Aviation第17号株式会社

LS-Aviation第18号株式会社

LS-Aviation第19号株式会社

LS-Aviation第20号株式会社

LS-Aviation第21号株式会社

LS-Aviation第22号株式会社

LS-Aviation第23号株式会社

LS-Aviation第24号株式会社

(2）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（ロシア及びウクライナ情勢の影響）

　当社グループでは航空機・船舶等を対象としたオペレーティング・リース商品を組成・販売しておりますが、

現時点において、ロシア及びウクライナ向けの取引はなく、直接的な影響はありません。

前連結会計年度 当第１四半期連結会計期間

（2022年３月31日） （2022年６月30日）

当座貸越極度額及び

貸出コミットメントの総額
54,450百万円 54,950百万円

借入実行残高 15,119 1,000

差引額 39,330 53,950

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　当社においては、ファンド組成やゼネラルアビエーション事業の運転資金の効率的な調達を行うため、金

融機関と当座貸越契約及びコミットメントライン契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実

行残高は次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年６月30日）

減価償却費 25百万円

のれんの償却額 13

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

当社グループは、オペレーティング・リース事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（単位：百万円）

オペレーティング・リース事業

合計ファンド事業 ゼネラルアビエ
ーション事業JOL商品 JOLCO商品

商品（航空機等）の販売 7,364 － － 7,364

業務受託による収益 374 1,566 6 1,947

顧客との契約から生じる収益 7,738 1,566 6 9,311

その他の収益（注） 92 － 107 199

外部顧客への売上高 7,830 1,566 114 9,511

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

（注）「その他の収益」はリース取引に係る売上高であります。

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益 102.59円

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 728

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
728

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,096

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場で

あるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２．当社は、2022年７月22日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。期首に当

該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。
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株式分割前の発行済株式総数 35,484株

今回の分割により増加する株式数 7,061,316株

株式分割後の発行済株式総数 7,096,800株

株式分割後の発行可能株式総数 28,000,000株

（重要な後発事象）

　当社は、2022年６月27日開催の取締役会決議に基づき、2022年７月22日付をもって株式分割を行っております。

また、上記株式分割に伴い、定款の一部を変更し単元株制度を採用しております。

１．株式分割、単元株制度の採用の目的

　当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ることを目的として株式分割を実施するとともに、１単元を

100株とする単元株制度を採用いたします。

２．株式分割の概要

(1）分割方法

　2022年７月21日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有株式数を、普通株式１株につき200株の割

合をもって分割しております。

(2）分割により増加する株式数

(3）株式分割の効力発生日

2022年７月22日

(4）１株当たり情報に与える影響

　「１株当たり情報」は、当該株式分割が期首に行われたものと仮定して算出しており、これによる影響につ

いては、当該箇所に反映されております。

３．単元株制度の採用

　単元株制度を採用し、普通株式の単元株式数を100株といたしました。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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